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　区の主要な歳入（収入）は特別区税と特別区交付金であり、平成19年度決算における
歳入全体の約58％を占めています。その内訳を見ると特別区税が約21％、特別区交付金
が約37％であり、特別区交付金の割合が高くなっています。また、その他にも国庫支出
金や都支出金などがあります。 
　このように区に入ってきたお金を何に使ったのかは、次ページ以降で詳しく解説してい
きます。 
 
～財政用語をわかりやすく説明します～ 
●特別区税 
　皆さんに直接区に納めていただく税金のことです。特別区税には特別区民税、軽自動車
税などがあります。 
●特別区交付金 
　東京都が特別区に代わって税金（固定資産税など）を徴収し、特別区の中で行政サービ
スに差が生じないように、一定のルールで配分しているお金のことです。 
●国庫支出金・都支出金 
　特定の目的を持つ事業を行う際に、必要に応じて国や東京都から区に入る補助金です。 

　歳出（支出）をまかなう財源として、区債と基金があります。区債は、公共施設の建設
など、一時的にたくさんのお金が必要なときに借り入れるお金で、「住宅ローン」のよう
なものです。一方、基金は「貯金」にあたり、その利息を活用したり、必要があれば取り
崩して歳出にあてています。 

歳入の構造はどうなっているのですか？ 

区債と基金はいくらあるのですか？ 


